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CO2分離回収を前提とした廃棄物焼却処理技術の開発／酸素富化（燃焼）をベースとしたCN型廃棄物焼却施設

CO2高濃度化廃棄物燃焼技術の開発
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廃棄物焼却発電
炭素資源の起点

非化石燃料発電

水素製造・貯留、
脱炭素燃料転換

再生可能エネルギー、資源循環

・酸素と再循環排ガスをコントロールしたガスで廃棄物を燃焼することにより、

 排ガス中のCO2を高濃度化する技術を開発

・CO2が高濃度化された排ガスから安定的に90%以上の効率を達成するCO2分離・回収技術を開発

CO2高濃度化燃焼
CO2

排ガス

・日本の廃棄物分野の温室効果ガス(GHG)

排出量のうち、約8割は廃棄物焼却によるもの

・廃棄物の焼却処理は必要で、GHG排出量を

  ゼロにするのは困難

・世界では埋立処分が多く、途上国では

オープンダンプにより大量のメタンが発生

・世界的な人口増加により、廃棄物からの

GHG排出量が世界中で増加

・日本の国際競争力維持のため、GHG削減に

寄与する技術開発が必要

・廃棄物処理は製造業等と異なり、投入する廃棄物の量や性状（成分、熱量、

 含水率等）が常に変動するため、処理後のガスの量及び性状も常に不安定

そのため、安定的・効率的にCO2分離回収及び利用ができず、他分野における

 CO2分離回収等の技術をそのまま活用することが困難

※ 世界銀行（2018）「What a Waste 2.0 2050年に向けた世界の廃棄物管理の
現状と展望」データより作成 （産業廃棄物などを含めた発生量）

・小規模実証試験において高濃度CO2の排ガスから従来の

物理吸着法で90％以上のCO2分離回収を確認

・小規模実証試験の結果に基づき、社会実装を想定した

大規模実証の詳細設計を実施

1． CO2回収率向上のための開発

（1）小規模実証機の建設に向けた準備

・小規模実証機のプロセスを決定

・機器の詳細を決定し、配置計画と土木建築

仕様を確定

・ラボ試験でCO₂回収率90%以上、純度95%

以上を達成

・CO₂分離回収プロセスと機器仕様を決定

（2）CO2高濃度化廃棄物燃焼技術の基礎研究

・高CO2条件下において、燃焼反応特性やCO2

回収量等のシミュレーション、ラボでの燃焼試験、

灰及び排ガスによる腐食試験等を実施

2． LCC評価のための開発

・排ガス中CO2のバイオマス比率を評価するため

の方法を検討、決定

・電気炉加熱試験装置を製作し、サンプルごみ

からバイオマス比率測定を試行
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既存技術CO2回収率90%以上 最適なCO2分離回収技術の決定

地域 事業主体 廃棄物年間発生量

日本
自治体
民間

日本；42.7 百万トン

欧州
中国

民間
欧州；372.1 百万トン

中国；395 百万トン

新興国
自治体
民間

アジア；414.3 百万トン

中東；119.9 百万トン

アフリカ；194.2 百万トン

中南米；220.7 百万トン

カーボンニュートラル社会における産業アーキテクチャ
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酸素富化（燃焼）をベースとした
CN型廃棄物焼却施設

「CO2高濃度化廃棄物燃焼技術の開発」
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事業の目的・概要

2024年度の主な成果 社会実装までのスケジュール
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